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NPO法人アカツキ
代表理事 永田賢介



NPO法⼈アカツキ



アカツキの事業紹介

● MISSION（果たすべき使命）
「参加と協⼒の仕組みを育てる

・主事業は寄付集めのセミナーやコンサルティング（年間約10団体）
・財源は約半分が⾏政からの委託、残りは事業収⼊と寄付・会費



企業
サービス
お金

NPO寄付者 顧客

顧客

顧客企業株主

NPOと寄付の関係

寄付者は「社会的投資家」、社会的リターンが必要



①活動の多様性

②関わり方
の多元性

非営利であることの意義

幼稚園 小学校 中学校 高校
母親 父親 専門家 子ども…

理事
職員
会員
寄付者
ボランティア



寄付者や会員を積極的に募ることは
社会的投資家＝当事者を増やしていく、

NPO最大の「技」！！

人に舞台や役割をつくる

『寄付や会費に「頼る」NPOよりも

事業収入で稼ぐNPOの方が優れている』



1×100 100×1

どちらが社会を変える⼒？



仮説設計

課題と施策の

仮説を設計

ヒアリング

ニーズや背景課

題の詳細を把握

施策決定

施策案を提案し

施策を決定

施策実施

アカツキと協働で

施策を実施

検証と修正

成果の検証をもと

に施策を修正

振り返り

PDCAサイクルを

まわす

コンサルティングフロー

事後検証

約3ヶ月〜半年後

成果の自己評価



寄付集め「やってみた」声

やりたい活動に⾃由に使える資⾦が⼿に⼊った
良い意味でプレッシャーを感じ、仕事への責任感が増した
⾃分たちの活動が必要とされていると実感した
⽀援者とのコミュニケーションが増えた・濃くなった


